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平
時
に
戻
り
本
格
的
な
旅

行
・
宿
泊
需
要
が
回
復
途
上

の
中
、
近
隣
で
は
国
内
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
大
阪
・

関
西
万
博
が
開
幕
、
そ
れ
に

続
く
よ
う
に
岡
山
・
香
川
の

島
々
を
舞
台
に
し
た
瀬
戸
内

国
際
芸
術
祭
２
０
２
５
、
５

月
に
は
第

回
世
界
バ
ラ
会

議
が
福
山
の
地
で
初
開
催
さ

れ
、
被
爆

周
年
を
迎
え
る

広
島
で
は
８
月
６
日
の
平
和

記
念
日
に
向
け
て
各
種
事
業

が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
が
目
白
押
し
の

１
年
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ

の
好
機
を
宿
泊
増
売
に
つ
な

げ
る
べ
く
地
域
の
宿
泊
事
業

者
と
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

準
備
を
施
し
行
っ
て
き
た
。

　
一
方
で
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

象
徴
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
ニ

ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
が
定
着
し
て

き
た
昨
今
、
中
国
エ
リ
ア
に

お
け
る
観
光
戦
略
も
過
渡
期

を
迎
え
て
お
り
、
柔
軟
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
各
地
域
の
特
色
あ
る
宿
泊

施
設
と
の
連
携
を
深
め
、
体

験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成
や

多
言
語
対
応
の
強
化
を
支

援
。
ま
た
、
広
域
周
遊
ル
ー

ト
の
開
発
に
よ
り
、
１
地
点

に
と
ど
ま
ら
な
い
エ
リ
ア
全

体
へ
の
回
遊
促
進
に
よ
り
宿

泊
者
数
増
加
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。

　
さ
ら
に
、
持
続
可
能
な
観

光
の
実
現
に
向
け
産
官
学
連

携
を
強
化
。
地
域
の
高
校
生

に
よ
る
観
光
企
画
コ
ン
テ
ス

ト
の
優
秀
プ
ラ
ン
を
商
品
化

す
る
な
ど
、
若
い
世
代
の
視

点
を
取
り
入
れ
た
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
推
進

し
て
い
る
。
中
国
エ
リ
ア
の

豊
か
な
自
然
と
文
化
を
生
か

し
つ
つ
、
地
域
社
会
と
の
共

創
を
通
じ
て
世
界
に
誇
れ
る

持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く

り
を
目
指
す
。

　
ま
た
、
現
在
注
力
し
て
い

る
取
り
組
み
と
し
て
、
中
国

エ
リ
ア
の
各
空
港
、自
治
体
、

旅
行
各
社
と
と
も
に
、
地
方

空
港
の
国
際
線
定
期
便
就
航

に
向
け
た
双
方
向
チ
ャ
ー
タ

ー
を
実
施
し
て
い
る
。
特
に

タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
香
港
、

台
湾
を
重
点
市
場
と
し
積
極

的
に
展
開
。
地
方
空
港
へ
の

定
期
便
就
航
を
実
現
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
ダ
イ
レ
ク
ト
に

ア
ク
セ
ス
す
る
機
会
が
増
加

し
、
中
国
エ
リ
ア
の
魅
力
が

世
界
に
一
気
に
広
ま
る
こ
と

で
宿
泊
者
数
は
も
ち
ろ
ん
、

消
費
額
の
上
昇
、
そ
し
て
地

域
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
確

信
し
て
い
る
。

　
当
社
は
世
界
と
地
域
を
つ

な
ぐ
架
け
橋
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
魅
力
発
信
と

誘
客
促
進
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
く
所
存
で
あ
る
。

　
四
国
４
県
は
、
独
自
の
魅

力
と
観
光
資
源
を
生
か
し
、

地
域
誘
客
に
向
け
た
多
様
な

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

る
。

　
香
川
県
で
は
、
こ
の
春
、

１
万
人
収
容
の
西
日
本
最
大

級
の
香
川
県
立
ア
リ
ー
ナ
が

開
館
し
た
。
こ
の
多
目
的
施

設
は
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
伝
統
芸
能
の
分
野

で
は
、
第

回
四
国
こ
ん
ぴ

ら
歌
舞
伎
大
芝
居
が
開
催
さ

れ
、
地
域
の
文
化
的
魅
力
を

発
信
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
３
年
に
１
度
開

催
さ
れ
る
瀬
戸
内
国
際
芸
術

祭
は
、
島
々
を
舞
台
に
ア
ー

ト
と
地
域
の
融
合
を
図
り
、

国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客

を
引
き
付
け
て
い
る
。

　
高
知
県
で
は
、２
０
２
５

年
上
半
期
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ

レ
ビ
小
説「
あ
ん
ぱ
ん
」の
放

送
が
話
題
だ
。ド
ラ
マ
を
通

じ
高
知
の
風
景
や
文
化
が
全

国
に
紹
介
さ
れ
、観
光
客
の

増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
徳
島
県
の
阿
波
踊
り
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
に

大
阪
・
関
西
万
博
会
場
で
披

露
さ
れ
た
。「
大
屋
根
リ
ン

グ
」を
シ
ン
ボ
ル
に
、世
界
中

の
人
々
を
つ
な
ぐ「
輪
」を
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
、多
様
な
踊

り
の
輪
を
生
み
出
し
た
。こ

の
機
会
は
徳
島
の
伝
統
文
化

を
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

絶
好
の
場
と
な
っ
た
。

　
愛
媛
県
松
山
市
は
、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
と
地
域
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
た
。
観
光
Ｄ
Ｘ
に
よ

る
地
域
活
性
化
や
交
流
人
口

・
関
係
人
口
の
拡
大
を
目
指

し
、
こ
の
分
野
で
の
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
と
な
り
、
新
た
な
観

光
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
。
　

　
四
国
４
県
は
、
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
を
通
じ
て
地
域
特

性
を
生
か
し
た
観
光
振
興
を

図
っ
て
い
る
。自
然
、文
化
、

芸
術
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
、

多
様
な
要
素
を
組
み
合
わ

せ
、
四
国
全
体
の
魅
力
を
高

め
て
い
る
。
持
続
可
能
な
観

光
開
発
に
も
注
力
し
、
地
域

の
自
然
環
境
や
文
化
を
守
り

な
が
ら
観
光
産
業
の
発
展
を

目
指
す
。

　
地
域
住
民
と
観
光
客
の
交

流
を
促
進
し
、
真
の
「
お
せ

っ
た
い
（
お
も
て
な
し
）
」

を
実
現
す
る
こ
と
で
、
リ
ピ

ー
タ
ー
の
増
加
を
図
る
。
四

国
は
、
多
様
性
と
独
自
性
を

強
み
と
し
、
日
本
を
代
表
す

る
観
光
地
域
と
し
て
さ
ら
な

る
飛
躍
を
遂
げ
る
準
備
が
整

っ
て
い
る
。

　
今
後
も
積
極
的
な
情
報
発

信
と
観
光
振
興
策
を
展
開

し
、
四
国
の
魅
力
を
国
内
外

に
広
め
て
い
く
所
存
だ
。

　
世
界
１
５
８
の
国
と
地

域
、
七
つ
の
国
際
機
関
が
参

加
す
る
大
阪
・
関
西
万
博
が

開
幕
し
た
。
開
幕
前
は
盛
り

上
が
り
に
欠
け
て
い
た
感
も

あ
る
が
、
い
ざ
開
幕
す
る
と

や
は
り
世
界
最
大
級
の
お
祭

り
で
あ
り
、
連
日
国
内
外
か

ら
の
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ

わ
い
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
い
る
。

　
世
界
最
大
の
木
造
建
築
と

し
て
ギ
ネ
ス
認
定
さ
れ
た
大

屋
根
リ
ン
グ
か
ら
見
る
景
色

は
、世
界
と
つ
な
が
る「
海
」

と
「
空
」
が
印
象
強
く
感
じ

ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
こ

と
を
実
感
で
き
る
絶
景
で
あ

り
、
リ
ン
グ
の
内
側
に
あ
る

世
界
各
国
の
パ
ビ
リ
オ
ン
を

見
る
と
、
世
界
は
多
様
で
あ

る
が
一
つ
で
あ
る
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
し
っ
か
り
伝
わ

っ
て
く
る
も
の
だ
。

　
そ
し
て
、
見
ど
こ
ろ
が
豊

富
で
１
日
で
は
回
り
き
れ

ず
、
何
回
も
訪
問
し
た
い
と

感
じ
て
も
ら
え
る
も
の
に
な

っ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
で
は
大
阪
・
関
西

万
博
を
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
躍

進
の
絶
好
の
機
会
と
捉
え

て
、
大
阪
・
関
西
万
博
を
訪

れ
る
人
流
の
最
大
化
、
そ
し

て
日
本
各
地
域
へ
の
周
遊
促

進
を
図
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
進
め
て
き

た
。

　
特
に
大
阪
・
関
西
万
博
に

来
場
さ
れ
た
方
々
の
地
域
へ

の
周
遊
促
進
と
し
て
、大
阪
・

関
西
万
博
公
式
観
光
サ
イ
ト

で
の
地
域
の
魅
力
発
信
と
販

売
、「
万
博
か
ら
の
旅
」を
設

定
し
販
売
に
努
め
て
い
る
。

　
４
月
か
ら
関
西
空
港
の
発

着
枠
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に

加
え
、
神
戸
空
港
も
国
際
線

チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運
用
が
開

始
さ
れ
た
。
２
０
３
０
年
に

は
Ｉ
Ｒ
も
開
業
す
る
こ
と
か

ら
、
関
西
は
ま
す
ま
す
国
内

外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
来

訪
し
、
国
際
的
な
地
域
に
な

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ

の
よ
う
な
追
い
風
を
生
か
し

て
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
観

光
客
を
誘
客
で
き
る
よ
う
人

流
を
創
造
し
て
い
き
た
い
。

　
関
西
・
西
日
本
エ
リ
ア
に

は
、ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い

魅
力
的
な
観
光
資
源（
タ
カ

ラ
）が
多
数
存
在
す
る
。人
気

観
光
地
に
一
点
集
中
さ
せ

ず
、地
域
の
タ
カ
ラ
を
つ
な

ぐ「
面
」で
地
域
を
磨
き
上
げ

る
こ
と
で
、さ
ら
な
る
誘
客

促
進
と
一
部
観
光
地
に
お
け

る
混
雑
緩
和
を
両
輪
で
推
進

し
た
い
。

　
旅
ホ
連
西
日
本
支
部
連
合

会
の
皆
さ
ま
と
は
こ
れ
ま
で

以
上
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
、
宿
泊
券
の
増
売

に
つ
な
げ
る
べ
く
、
観
光
が

地
域
の
持
続
可
能
な
発
展
に

貢
献
す
る
こ
と
を
示
し
て
い

き
た
い
。

　
２
０
２
５
年
度
の
九
州

は
、
国
際
線
定
期
便
就
航
が

２
０
１
９
年
比
で
増
加
し
て

い
る
。
福
岡
空
港
は
１
２
５

％
、
熊
本
空
港
は
３
０
０
％

と
コ
ロ
ナ
前
よ
り
大
き
く
伸

び
、
特
に
東
・
東
南
ア
ジ
ア

か
ら
の
就
航
が
増
え
て
い

る
。
今
年
度
は
昨
年
度
実
績

の
５
０
０
万
人
以
上
の
訪
日

客
数
と
な
る
と
予
測
さ
れ
、

ア
ジ
ア
か
ら
の
玄
関
口
と
し

て
の
役
割
が
増
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
立
ち
上
が
っ

た
「
西
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー

ト
」
も
大
阪
・
関
西
万
博
の

開
催
で
盛
り
上
が
っ
て
き
て

い
る
。

　
九
州
７
県
の
自
治
体
・
交

通
事
業
者
が
参
画
し
、
九
州

全
域
の
多
種
多
様
な
交
通
機

関
の
情
報
や
予
約
機
能
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
す
る

「
九
州
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
」
が
昨
年

よ
り
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、

徐
々
に
訪
日
客
に
浸
透
し
て

き
て
い
る
。
そ
こ
に
福
岡
支

店
運
営
の
体
験
サ
イ
ト
「
Ｅ

Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
！
Ｋ
Ｙ
Ｕ
Ｓ
Ｈ

Ｕ
」
も
リ
ン
ク
し
、
高
付
加

価
値
な
体
験
を
提
供
し
て
い

る
。

　
こ
れ
ら
は
九
州
を
来
訪
さ

れ
る
お
客
さ
ま
の
旅
を
も
っ

と
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
こ
と
、

そ
し
て
旅
の
思
い
出
を
彩
る

こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
国
内
で
は
、
大
分
県
・
宇

佐
神
宮
勅
祭
・
御
鎮
座
１
３

０
０
年
奉
祝
行
事
と
い
う
歴

史
的
な
記
念
行
事
や
四
季
を

通
じ
て
既
存
の
も
の
に
プ
ラ

ス
し
て
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
特
に

年
前
よ
り
始
ま
っ

た
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
て
い

る「
ク
リ
ス
マ
ス
ア
ド
ベ
ン

ト
」は
、九
州
の
冬
の
風
物
詩

と
し
て
定
着
し
、多
く
の
お

客
さ
ま
が
来
訪
し
て
い
る
。

　
ま
た
、昨
年
度
終
盤
か
ら
、

福
岡
を
は
じ
め
九
州
各
地
に

お
い
て
、
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
ホ
テ

ル
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ク
ラ

ス
の
ホ
テ
ル
が
相
次
い
で
開

業
し
て
お
り
、
こ
れ
も
新
た

な
九
州
へ
の
来
訪
者
を
呼
び

込
む
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
２

０
２
５
年
度
の
九
州
の
観
光

業
界
は
、
需
要
増
加
と
供
給

拡
大
、
そ
れ
に
交
通
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
同
時
並
行
で
進
む

「
拡
大
期
」
の
入
り
口
に
あ

る
。
そ
れ
ら
を
弊
社
の
機
会

と
捉
え
、
九
州
を
訪
問
す
る

理
由
（
体
験
や
イ
ベ
ン
ト
）

の
創
出
に
取
り
組
み
、
併
せ

て
宿
泊
施
設
・
観
光
施
設
の

課
題
を
解
決
で
き
る
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
、
拡

大
す
る
需
要
を
取
り
込
み
、

九
州
初
心
者
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
国
内
外
の
リ
ピ
ー
タ

ー
拡
大
に
取
り
組
み
、
九
州

を
盛
り
上
げ
て
い
く
。

　
２
０
２
４
年
度
の
沖
縄
観

光
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
力

強
い
回
復
を
示
し
た
。
入
域

者
数
は
過
去
２
番
目
と
な
る

９
９
５
万
人
超
を
記
録
し
、

国
内
需
要
は
過
去
最
高
を
更

新
。
世
界
経
済
の
見
通
し
に

不
透
明
感
は
残
る
も
の
の
、

訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
は

海
外
航
空
路
線
の
復
便
、
ク

ル
ー
ズ
船
寄
港
の
増
加
、
円

安
効
果
な
ど
に
よ
り
、
今
年

度
も
さ
ら
な
る
回
復
が
期
待

さ
れ
る
。

　
２
０
２
５
年
７
月
、
沖
縄

本
島
北
部
に
新
テ
ー
マ
パ
ー

ク
「
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ａ
」
が

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
あ

る
。「
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
」

や
周
辺
観
光
施
設
と
の
相
乗

効
果
で
、
観
光
の
新
た
な
け

ん
引
役
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
当
社
も
北
部
エ
リ

ア
で
の
事
業
展
開
を
加
速

し
、
周
遊
券
や
共
通
券
の
拡

充
な
ど
で
、
地
域
分
散
型
観

光
の
促
進
に
注
力
す
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
下
期
か
ら

は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
国
内
旅
行
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
「
日
本
の
旬
　

沖
縄
」
が
開
催
さ
れ
る
。

「
沖
縄
の
魅
力
は
無
限
大
、

住
む
人
も
訪
れ
る
人
も
共
に

輝
け
る
島
・
沖
縄
」
を
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、
沖
縄
の
魅

力
を
再
発
掘
し
た
コ
ン
テ
ン

ツ
を
全
世
界
に
発
信
し
、
地

域
活
性
化
に
貢
献
し
て
い

く
。

　
一
方
で
、
人
手
不
足
、
２

次
交
通
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
の
構
造
的
課
題
は

看
過
で
き
な
い
。
当
社
は
Ｄ

Ｘ
の
活
用
や
県
内
観
光
事
業

者
と
の
連
携
を
通
じ
て
解
決

を
図
る
。
ま
た
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
新

た
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
の
推
進

に
も
注
力
す
る
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
力
強
化

に
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観

光
地
づ
く
り
が
不
可
欠
だ
。

当
社
は
昨
年
、
沖
縄
県
か
ら

「
お
き
な
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ラ

チ
ナ
パ
ー
ト
ナ
ー
」
の
認
証

を
受
け
た
。
今
年
度
は
「
お

き
な
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
達
成
に
向
け
、

経
済
・
環
境
・
社
会
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
・
地
域
貢
献
の
各
分

野
で
具
体
的
な
施
策
を
展
開

中
だ
。

　
こ
れ
か
ら
の
沖
縄
観
光
の

持
続
的
成
長
に
は
、
需
要
喚

起
と
地
域
住
民
と
の
共
生
の

両
立
が
求
め
ら
れ
る
。
当
社

は
革
新
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
と
地
域
と
の
協
働
を
通

じ
、
観
光
産
業
の
発
展
と
地

域
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る

こ
と
を
経
営
理
念
に
掲
げ

る
。
観
光
を
通
じ
た
価
値
創

造
と
社
会
課
題
解
決
の
好
循

環
を
生
み
出
し
、
沖
縄
の
未

来
を
共
に
築
い
て
い
く
企
業

を
目
指
す
。


